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生活アンケート調査  

結果報告 
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測定対象者数の推移 
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人数 測定を受けた方の月推移 

2011.10～2014.3 

5070人 

女 男 

Ⅰ期( 
１８０秒測定） 

Ⅱ期 
３００秒測定 

Ⅲ期 
６００秒測定 

 

農業団体測定 

測定衣着用、アンケート 



年代・男女区分（2011.10～2014.3） 

 ２０才未満者は、総数の53.5％ 
 総数5070人 男性43.9％ 女性56.1％ 



測定時期ごとの年代別のべ数 



福島市居住者が全体の7割を占める 





検出限界値 



セシウム38.7Bq/Kgが最大 

中央値、平均値とも低下傾向 
セシウム137が20ベクレル/ｋｇ超える方は3名だけ 



セシウムの量別検出割合 

セシウム137の検出割合は、全期で17.2％ 
6ベクレル/ｋｇ以上は低下しているが、高い人がどの時期にもみられる 



セシウム137男女別検出率 

男性の検出率は若干高め 
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セシウム検出分散 

５分（３００秒）測定 10分（6００秒）測定 



６ベクレル/ｋｇ以上の方は確実に低下 
あらたな取り込みはすくない 



定期的測定が必要 



生活アンケート結果 



不必要な外部被ばくを避けるようにしていますか？ 



内部被ばくについて心配なことはありますか 

内部被ばくについて心配なことはありますか 



その心配はどのようなことですか 
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不必要な 
外部被ばくを 
避けるように 
していますか？ 



一日の屋外活動時間とセシウム137検出 

1 10分未満  2 30分未満  3 1時間未満  4 3時間未満  
5 5時間未満  6 7時間未満  8 9時間以上 



食料品を買うとき 
産地を 

気にしますか？ 

1 まったくしていない 
2 あまりしていない 
3 多少している 
4 大いにしている 
5 未記入 



魚介類を食べ
ることはありま
すか？ 

１. 食べない 
２. 月に1回食べるかどうか   
３. 月に2回程度 
４. 週に1～2回程度    
５. 週に3～4回程度 
６. 週に5～7回程度 







1 ほとんど食べない 
2 月に1回食べるかどうか 
3 月に2回程度 
4 週に1～2回程度 
５ 週に3～４回程度 
６ 週に5～７回程度 
 



ＷＢＣ測定 
全体としては、あらたに取り込みは少ない 

高い数値の方がときおりみられる 
定期的測定が必要 

 
アンケート 

放射線防護意識が低い年代は高校生から20代と50歳代以上 
空中飛散物からの影響は少ない 
魚、自家製野菜の摂取頻度が関係 

内部被ばくを避ける意識と摂取に気を配る 
そのために必要な知識を持つ 

 
 
 
 
 
 

結 果 



課 題 

リスクの高い方を継続測定を行うことにより、体内放
射能量の増加を防ぐ。 

検出された方に対して、生活の仕方や食習慣など
について個別に対応する。 

防護意識の低い１０代後半から２０代、検出率の高
い５０代以後の方の測定を促す。 

定期的・継続的測定の必要性に対する認知度を高
める。 
 

他の検査機関と連携し 
防護意識の低い方の内部被ばく評価が必要 

 


